4. (Rb1-xKx)2ZnCl4混晶系の相転移の研究(東京工業大学理学部物理専攻,修士論文アブストラクト(1980年度)) by 藤本, 教幸
Title4. (Rb1-xKx)2ZnCl4混晶系の相転移の研究(東京工業大学理学部物理専攻,修士論文アブストラクト(1980年度))
Author(s)藤本, 教幸




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
修士論文 アブス トラク ト
超高真空透過電子顕微鏡法,並 びに電子回折法 によ り,結 晶の表面構 造及び表面吸着 の初期
過程を調 べた。観察は,(1)Au(111)異 常表面構造,(2)蝕(111)表 面上のPb原 子 の吸着過程(Pb/
Au(111)と 略記),(3)Au/Pb(111),(4)Ag/Pb(111),(5)Sn/AU(111)等に対 して行 った。(1)
では表面のAu最 密原子層がく110>方 向に約4%縮 む とい う傾向 を見出 し,(2)～(5)で は,各
系で特 徴的 な過程 を観察 した。(単 原子層 の形成,凝 縮核 の形成,表 面 での合 金化,下 地 内部
への合金化の進行,等 々)(2)で の結果 をLEED--AESに よる結果 と比較 し,(2)～(4)
の凝縮過程 と下地,吸 着物 質の表面エネル ギーの関係 を熱力学的 に考察 した。 また,Pb/Ag
(111)系 及び(2)の 系 で観察 されたepitaxial単 原子層の形成について,graphite上 に吸 着 し
た希 ガス単原子層 に関する弾性力学理論 を適用 して考察 した。
3.超 音 波 法 に よ るK2ZnCl4及 びRb2ZnCl4の 弾 性的 性 質 の研 究
豊 田 清
K2ZnCl4とRb2ZnCl4はNorma1・lncommensurate・Commensurate(N―1―C)相転移 を し,
C相 で 強 誘電 的 にな るこ とが知 られ てい る。 この2物 質 につ いて,超 音 波パ ル ス法 で,音 速 と
吸 収 の 測 定 を した。純 粋 な縦 波,横 波 の音 速 の測定 か ら,Elasticstiffnesstensorの主 値Ciε
(z=1～6)が 求 ま る。K2ZnCI4の これ ら6つ の モー ドの音 速 を広 い 温 度 範 囲 で測 定 した
結 果1-C相 転移 点 で,Cssモ ー ドの音 速 のみ に顕 著 な異 常 が現 われ た 。 ま た,Rb2ZnCl4
でN-1相 転 移 点 付近 の超 音 波 の臨 界 的 な吸 収 異 常 を,温 度 と周 波数 を変 えて測 定 した。 そ の
結 果,異 常吸 収 はMHz領 域 で分散 を示 す こ とが わか った。 以 上 の結果 をゆ ら ぎ を考 慮 した現
象 論 で解 析 した。
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これ ら二物 質の混晶(Rb1-xKx)2ZnCl4をっ くって誘電率 を調 べた ところ,xが 増加す る
とともに,不 整合 一整合相転移が著 しくぼけ るが,正 常一不整合相転移 の鋭 さはほ とん ど変化
しないこ とがわかった。本論文 ではこれ らの結果 と,ACカ ロ リメ トリー法による比熱 の測
定結果 について述べ,あ わせてACカ ロ リメ トリーによる比熱測定法 において正 しい測定 が
行われ るための諸条件 について吟味 した結 果について述べている。
5.不 安定平衡点か らの緩和
別 井 圭 一
非線型非平衡系 を記述す る変数 は,直 接 ノイズ項 を持つLangevin方 程式 に従 うか,ま たは
その確率分布関 数についてのマスター方程式 に従 って表わ され る。 これ らの方程式 を取 り扱 う
ために,種 々の方法が考 え られ ているが,本 論文 では,不 安定平衡点近傍か らの緩和現象 を扱
うのに,特 に有効 と思 われ るvan-Kampen,Kuboら による2展 開法 と,SuzukiのScalingに
代表 され る変数の非線型変換 を用い る方法 を紹介 し,こ れ らの理論 の有効範囲 にっいて吟味 し,
さらに レーザー,電 気回路な どの発振 の過渡的現象 について応用 して,オ ーダーの成立す る時
間,オ ーダーパ ラメタのゆらぎなどの ノイズ依存性 を調べ,実 験 と比較 している。
6.ス ピ ング ラス の非 線形 帯磁 率
安 村 薫
近年Miyako等 の実験 によって,spinglass相 一para相 間の転移温度において,非 線形帯磁
率z2の 負の発散 が認 められ,理 論で も幾っかのモデル を使 った計算,あ るい は現象論的 な議
論 によ り,z2の 発散 性が調べ られ ているが,そ の原因や本質 が どこにあるのかは理解 され て
いない。
本 論文 では,三 角 カ ク タス格 子上 のbondrandomisingmodelにお け る,ROP相 とpara
相 のZ2を 計算 して い る。相 互 作用 は,最 近接 のsite間 のみ で,(1)ferrobo皿dJAと,
antiferrobond/B(=一ノA)と が,夫 々濃 度cA,cB(cA+cB=1)で 混 ざっ てい る混 合 系,
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